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第３８回軽米町議会臨時会令和４年度軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会  

 

令和 ５年 ３月２４日（金） 

午前１０時１９分  開 会  

 

議 事 日 程 

 議案第 １号 令和４年度軽米町一般会計補正予算（第１１号） 

 議案第 ２号 令和４年度軽米町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 議案第 ３号 令和５年度軽米町一般会計補正予算（第１号） 
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〇出席委員（１０名） 

   １番 上 山   誠 君       ２番 西 舘 徳 松 君 

   ３番 江刺家 静 子 君       ４番 中 村 正 志 君 

   ５番 田 村 せ つ 君       ６番 舘 坂 久 人 君 

   ７番 大 村   税 君       ８番 本 田 秀 一 君 

   ９番 細谷地 多 門 君      １１番 茶 屋   隆 君 

 

  議 長 松 浦 満 雄 君（同席）  

 

〇欠席委員（なし） 

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名  

      町            長      山 本 賢 一 君 

      総 務 課 総 括 課 長      福 島 貴 浩 君 

      総 務 課 企 画 担 当 課 長      野 中 孝 博 君 

      総 務 課 総 務 担 当 課 長      松 山   篤 君 

      会計管理者兼税務会計課総括課長兼収納・会計担当課長      日 山 一 則 君 

      税 務 会 計 課 課 税 担 当 課 長      古 舘 寿 徳 君 

      町 民 生 活 課 総 括 課 長      橋 場 光 雄 君 

      町民生活課町民生活担当課長      戸草内 和 典 君 

      健 康 福 祉 課 総 括 課 長      工 藤   薫 君 

      健 康 福 祉 課 福 祉 担 当 課 長      小笠原 隆 人 君 

      健康福祉課健康づくり担当課長      工 藤 晃 子 君 

      産 業 振 興 課 総 括 課 長      江刺家 雅 弘 君 

      産業振興課農政企画担当課長      竹 澤 泰 司 君 

      産業振興課農林振興担当課長      鶴 飼 靖 紀 君 

      産業振興課商工観光担当課長      輪 達 隆 志 君 

      地 域 整 備 課 総 括 課 長      中 村 勇 雄 君 

      地域整備課環境整備担当課長      神久保 恵 蔵 君 

      地域整備課上下水道担当課長      寺 地 隆 之 君 

      再生可能エネルギー推進室長      福 島 貴 浩 君 

      教 育 委 員 会 教 育 長      小 林 昌 治 君 

      教育委員会事務局総括次長      長 瀬 設 男 君 

      教育委員会事務局教育総務担当次長      輪 達 ひろか 君 

      教育委員会事務局生涯学習担当次長      梅 木 勝 彦 君 
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      選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 長      福 島 貴 浩 君 

 

〇職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  

      議 会 事 務 局 長      関 向 孝 行 君 

      議 会 事 務 局 主 事      竹 林 亜 里 君 

      議 会 事 務 局 主 事      松 坂 俊 也 君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開会及び開議の宣告 

〇委員長（大村 税君） それでは、ただいまより特別委員会を開催いたします。 

    傍聴者が２名ございますので、許可をいたしたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） それでは、許可をいたします。 

    ただいまから令和４年度軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会を開会いたし

ます。皆さんの慎重な審議をお願い申し上げます。 

    ただいまの出席委員は１０人でございます。定足数に達しておりますので、会議

は成立いたしました。 

（午前１０時１９分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇委員長（大村 税君） 議案審議について、本特別委員会に付託されました議案は、議

案第１号から議案第３号までの３件でございます。 

    議案審査の進め方についてお諮りします。議案の提案説明は、本会議場で終了し

ております。本委員会では、予算の審議については歳入は全般で、歳出については

款ごとに補足説明を求めながら進めてまいりたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） また、説明者は挙手の上、指名を受けてから説明に入ってくだ

さるようお願い申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１号の審査 

〇委員長（大村 税君） それでは、議案第１号 令和４年度軽米町一般会計補正予算（第

１１号）の歳入について当局の説明を求めます。 

    総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君） それでは、議案第１号の説明をしてまいります。 

    歳入歳出予算の総額からそれぞれ９，６３０万７，０００円を減額し、歳入歳出

それぞれ８４億７，２４６万８，０００円とするものでございます。概要といたし

ましては、各種事業の確定見込みに伴う減額が主なものとなります。 

    それでは、歳入について説明させていただきます。予算書は７ページを御覧くだ

さい。２款３項の森林環境譲与税は、５５０万２，０００円増の２，８２０万２，

０００円を計上しています。 

    ７款１項の地方消費税交付金は２，１８５万１，０００円増の２億６８５万１，
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０００円、８款１項のゴルフ場利用税交付金は５９６万２，０００円増の１，５９

６万２，０００円を計上しております。 

    １０款１項の地方特例交付金は７，０００円減の１９９万３，０００円を計上し

ております。 

    ８ページを御覧願います。１５款国庫支出金、１項の国庫負担金につきましては、

１目の民生費国庫負担金が１，４６９万３，０００円減の２億８，５５６万７，０

００円と２目の衛生費国庫負担金が１，４９９万８，０００円減の２，８５２万２，

０００円、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金の減によるものでござい

ます。 

    ２項の国庫補助金につきましては、１目総務費国庫補助金は令和４年度マイナポ

イント事業費補助金１１８万５，０００円、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金２０４万１，０００円で３２２万６，０００円増の２億４，００９万

２，０００円、２目民生費国庫補助金が１，４８５万１，０００円減の１億９５３

万４，０００円、３目衛生費国庫補助金が８５７万２，０００円減の４，０６１万

２，０００円、５目土木費国庫補助金１，０６８万７，０００円減の１億３０６万

８，０００円となっております。 

    ９ページを御覧願います。１６款県支出金は、１項の県負担金、１目民生費県負

担金では自立支援医療費（更生）負担金や児童手当負担金、広域入所（私立）委託

児童保育負担金などが５４６万２，０００円減となり１億５，３８２万５，０００

円を計上してございます。 

    ２項の県補助金は、１目総務費県補助金が７９万６，０００円増の１８６万１，

０００円、２目民生費県補助金が地域生活支援事業費補助金や介護施設等整備事業

費補助金、生活困窮者原油価格・物価高騰等特別対策事業費補助金など１，１０６

万３，０００円減の５，１９４万１，０００円となり、３目の衛生費県補助金は１

０６万９，０００円減の６６８万５，０００円となっております。 

    １０ページを御覧願います。４目の農林水産業費県補助金は、いわて地域農業マ

スタープラン実践支援事業費補助金や多面的機能支払交付金が７７５万３，０００

円減となり、３億１，７９１万５，０００円となっております。 

    １６款県支出金では、３項委託金の１目総務費委託金で参議院議員選挙費委託金

が５０７万７，０００円減の２，４０２万８，０００円となっております。 

    １８款寄附金、１項寄附金でございますが、１目の指定寄附金は農林業の健全な

発展及び地域活性化施策に対する指定寄附金で１７万３，０００円減の１，１６７

万３，０００円となっております。 

    １９款繰入金、１項基金繰入金でございますが、１目財政調整基金繰入金が３，

６５２万９，０００円の減、４目地域福祉振興基金繰入金が４３６万円の減となっ
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ております。 

    １１ページを御覧願います。２１款の諸収入ですが、４項雑入がクリーンエネル

ギー自動車導入促進補助金として１６５万円増により９，５１４万５，０００円を

計上してございます。 

    歳入の説明は以上となります。 

〇委員長（大村 税君） 歳入の説明が終わりました。 

    これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  ちょっと分からないので質問しますけれども、ゴルフ場利用税交

付金が１，０００万円の予算から５９６万２,０００円増の補正をされたのですけれ

ども、ゴルフ場の利用税というのは軽米のことなのか、全国的なゴルフ場の中から

軽米にこの分が交付されるものなのか、内容をちょっと教えてほしいと。 

〇委員長（大村 税君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君） ゴルフ場利用税につきましては、軽米のゴルフ場の利

用者に対する交付金ということで、軽米では１日というか１人当たり７００円とい

うことで計上させていただいております。 

〇委員長（大村 税君） 中村委員。 

〇４番（中村正志君）  ということは、軽米町のゴルフ場が当初見込んでいたよりも１．

５倍多く利用されているということで、軽米のゴルフ場は以前は景気がどうのこう

のという話があったのですけれども、現在はかなり利用者が増えてきている、いい

経営状況にあるというふうに理解してよろしいものでしょうか。 

〇委員長（大村 税君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君） 中村委員ご指摘のとおり、私もゴルフ場のほうには行

ったことがないですけれども、散歩がてらに見ていると、土日には八戸ナンバーの

車等が高速のインターの辺りで縦列で並んでおりますので、多分利用者のほうは増

えているものと思っております。 

〇委員長（大村 税君） 中村委員。 

〇４番（中村正志君） 今感じ方として、私もそういう感じは持っているのですけれども、

税収等の関係で、数字としてそういうふうにゴルフ場の経営が上向きなのかという

ことをちょっとお伺いしたのですけれども、その辺のところはいかがでしょうか。

以前、何かいろいろとあったような気はしているのですけれども、その辺はいかが

でしょうか。 

〇委員長（大村 税君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  経営的な部分については、私のほうでは把握してござ

いません。利用者についての部分で把握してございますので、その辺のところにつ
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いては詳しくは私のほうではお答えできないものでございます。 

〇委員長（大村 税君） 中村委員。 

〇４番（中村正志君）  別に個人情報とかそういう問題ではない。私もそんなに詳しくは

ないのですけれども、税金の関係とかいろいろかつてあったのではなかったのかな

というふうなことをちょっと聞いたような気がしたので、利用者が増えて経営状態

が上向きであれば、それはそれでいいことなのだけれども、そういう状況になって

いるというふうに役場のほうでは捉えているのかどうかをちょっと確認したくて質

問しているのですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

〇委員長（大村 税君） 休憩します。 

午前１０時３２分 休憩 

――――――――――――― 

午前１０時３２分 再開 

〇委員長（大村 税君） 再開します。 

    会計管理者兼税務会計課総括課長、日山一則君。 

〇会計管理者兼税務会計課総括課長（日山一則君）  ゴルフ場の経営状況については前と

いいますか、コロナの影響で、やはりどうしてもレストラン等のほうでも大分縮小

といいますか、できないということで、固定資産税のほうも納期を遅らせてほしい

というような猶予の申出もあった経緯がございます。 

    年が明けまして、その後は状況が大分好転、いわゆるコロナ禍にあってゴルフ場

の利用者が逆に増えるというふうな、グループでなくて個人で楽しむというような

ことも可能でございまして、そういったお客様も増えているような状況にあると思

います。 

    税の収納ベースからいっても、事業のほうは今は順調に、コロナ前まではまだい

っていないかもしれませんが、大分元に近づくような形で運営されているというふ

うに認識しております。 

    以上です。 

〇委員長（大村 税君） よろしいですね。あとはございませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 繰入金ですけれども、財政調整基金繰入金と地域福祉振興基金

繰入を減額しました。財政調整基金の年度末の残高、そして地域福祉振興基金の残

高が分かったら教えていただきたいと思います。 

〇委員長（大村 税君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君） 江刺家委員のご質問にお答えします。 

    財政調整基金につきましては、年度末でございますけれども、１７億４，２００

万円となっております。 
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〇委員長（大村 税君） よろしいですか。 

〇３番（江刺家静子君） 地域福祉振興基金のほうは分かりますか。 

〇委員長（大村 税君） 休憩します。 

午前１０時３５分 休憩 

――――――――――――― 

午前１０時３５分 再開 

〇委員長（大村 税君） 再開します。 

    後ほど回答するということでございますので、ご理解願います。 

    質疑ありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  １６款県支出金の２項県補助金、１目総務費県補助金の中に若者

・移住者空き家住まい支援事業費補助金として４５万円の補正をされていますけれ

ども、この状況というのは移住関係の中で当初よりも何か増えて補助金が上乗せさ

れたものなのか、その補助金の状況と内容を教えてほしいなと思います。 

〇委員長（大村 税君） 総務課企画担当課長、野中孝博君。 

〇総務課企画担当課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    今回の補正につきましては、当初から予算措置をしていなかったものでございま

して、新たに今回４５万円を追加したものでございます。 

    内容としましては、空き家の活用について２件、若者の空き家取得に係る事業１

件、計３件分の申請がございまして、町で補助金を交付した後、県のほうに申請を

して、今回認められたものが４５万円ということになってございます。県の補助金

は２分の１が基本ということになっておりますが、補助金の上限として取得に係る

分が県から１５万円、改修に係る費用が２０万円、１８歳以下のお子様がいらっし

ゃれば加算で１０万円ということで計４５万円の補助金を頂戴しているというとこ

ろでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 中村委員。 

〇４番（中村正志君）  ありがとうございました。空き家活用ということで非常に前に進

みつつあるのかなと思っていましたけれども、空き家の活用を具体的に、ここでお

知らせできる範囲でいいのですけれども、どのような活用の方法がされようとして

いるのか、ちょっと教えていただきたいと。 

    あと、若者の住宅取得というふうなこともあるようですけれども、どういう方が

それをやろうとしているのか、分かる範囲というか、公表できる範囲でいいのです

けれども、教えていただければなと思いますけれども。 

             〔「休憩お願いします」と言う者あり〕 
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〇委員長（大村 税君） 休憩いたします。 

午前１０時３８分 休憩 

――――――――――――― 

午前１０時４０分 再開 

〇委員長（大村 税君） 再開します。 

    質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） なければ、歳出に移ります。 

             〔「先ほどの答弁漏れについて」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 先ほど、後ほど詳細説明をしますということでございましたの

で、担当課のほうで補足説明を行いますので。 

    健康福祉課総括課長、工藤薫君。 

〇健康福祉課総括課長（工藤 薫君） 先ほど江刺家委員から繰入金関係で地域福祉振興

基金の残高の見込みというふうなお話がございました。令和３年度末残高が９，６

３７万２，０００円ですので、これから３３１万５，０００円を差し引く９，３０

５万７，０００円が残高見込みとなっております。 

    以上です。 

〇委員長（大村 税君） 以上説明が終わりました。 

    質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） なければ、歳出に移ります。款ごとに説明を求めます。 

    総務課総務担当課長、松山篤君。 

〇総務課総務担当課長（松山 篤君） それでは、２款総務費、１項総務管理費の総務担

当に関わる分についてご説明を申し上げます。 

    ページ数は１２ページとなりますので、御覧ください。まず、１目の一般管理費

でございますが、今回７４５万円の減額をお願いするものでございます。 

    概要について説明をさせていただきます。旅費につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大によりまして、令和４年度におきましても盛岡市の自治会館でこ

れまで集合型の研修をしていたところでございますが、それをネットといいますか

ウェブ研修に切り替えたことにより出張旅費が１４５万円減額となったものでござ

います。 

    １３節の使用料及び賃借用につきましては、ネットワーク関連、セキュリティー

関連の減額でございますが、令和４年度において更新の時期を迎えておりますデス

クネッツ関連の機器等につきまして、半導体不足などの影響により納入が困難とな

ったことから６００万円の減額をするものでございます。 
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    続きまして、４目の財産管理費のほうに移らせていただきます。１３節、１７

節はそれぞれ１４８万円、３５７万３，０００円の減額をするものでございますが、

リース料につきましては途中リース満了を迎えた車両がございまして、それを購入

することとしたことにより１４８万円の減額をするものでございます。備品購入費

につきましては、入札減などがございまして３５７万３，０００円の減額をいたし

ます。 

    次に、２４節の積立金でございますが、町債減債基金元本積立といたしまして

１億５，０００万円の積立てをしたいと考えております。これにつきましては、か

るまい文化交流センターの建設費を今後償還することを踏まえまして、今回１億５，

０００万円の元本積立てを計画したものでございます。 

    総務担当につきましては以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 説明が終わりました。 

    これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） なければ、質疑を終わります。 

             〔「項ごとにやっているの」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 款。 

             〔「款でやっているの。今、総務担当の分と言っ 

               た」「続けて説明していけばいいですか」と 

               言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） すみませんでした。款ごとに説明を求めます。 

    会計管理者兼税務会計課総括課長、日山一則君。 

〇会計管理者兼税務会計課総括課長（日山一則君）  それでは、税務会計課所管分の補正

予算について補足説明いたします。 

    １２ページのほうでございます。総務管理費の中の３目会計管理費５５０万円を

減額するものでございます。これにつきましては、指定金融機関支出事務取扱手数

料を減額するものでございますが、当初予算の特別委員会時にもご説明申し上げま

したが、昨年といいますか、今年度ちょっと予算見積りのほうを過大に取った部分

もございまして、精査した結果、この部分が減額となるものでございます。 

    それから、１つ飛びまして１１目諸費、２２節償還金、利子及び割引料というこ

とで町税還付金を３５０万円ほど予算計上いただきましたが、今年度の還付金の見

込みが立ちまして１３９万２，０００円を減額するものでございます。 

    １３ページに参ります。中ほど、３項徴税費でございます。賦課徴収費１００万

６，０００円の減額、これにつきましては土地情報総合システム保守、異動修正業

務委託料でございますが、登記等の所有権の移転等ございまして、土地の異動等が
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あったものを地図データに反映するわけですが、そのデータ件数が固まりまして、

今年度におきましては１００万６，０００円減額するというものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 総務課企画担当課長、野中孝博君。 

〇総務課企画担当課長（野中孝博君） 予算書１３ページ、２項企画費について申し上げ

ます。 

    補正額については、１目企画費１，５６５万円の減となります。１節報酬７２０

万円、４節共済費１４５万円、１３節使用料及び賃借料３５０万円になりますが、

これはいずれも令和４年度において地域おこし協力隊の応募がございませんでした

ので、合わせて１節から１３節までの計で１，２１５万円を減額させていただきた

いと考えております。 

    次に、１８節負担金、補助及び交付金３５０万円の減でございますが、軽米町地

域活動支援事業費補助金ということで減額させていただきたいと思います。今年度

につきましては、延べ４１件の地域や町内会からの申請がございまして、５２０万

９，０００円交付する予定となっております。残りの３５０万円を減額させていた

だきたいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 続いて、再生可能エネルギー推進室長、福島貴浩君。 

〇再生可能エネルギー推進室長（福島貴浩君） 同じく２項企画費の中の４目再エネ推進

費についてご説明申し上げます。 

    １２節委託料が１２５万２，０００円の減額を計上しております。内訳として、

再生可能エネルギー発電事業推進専門員派遣業務委託料の減額となります。予算額

２２０万円に対しまして支出見込額９４万８，０００円を見込み、１２５万２，０

００円を減額したものでございます。 

    次に、軽米町ゼロカーボン推進事業補助金は２００万円の減額を計上いたしまし

た。本年度は太陽光発電１０万円、電気自動車１０万円の補助メニューを用意いた

しましたけれども、実績はゼロの見込みとなっておりまして、全額を減額させてい

ただきました。なお、１１月に電気自動車の購入手続をされた方が１名ございまし

て、納車が５月か６月の見込みとなることで、本年度の実績とはなりませんが、来

年度の実績にカウントされるということになります。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 続いて、選挙管理委員会事務局長、福島貴浩君。 

〇選挙管理委員会事務局長（福島貴浩君） それでは、２款総務費、５項選挙費、３目の

参議院議員選挙費につきましては、令和４年７月１０日執行の第２６回参議院議員

選挙通常選挙でございますが、投票率５２．１％に係る経費の確定に伴う減額とな
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ります。 

    ４目の町長選挙につきましては、令和５年１月２２日執行の軽米町長選挙、投票

率６１．３８％に係る経費の確定に伴う減額となります。１８節負担金、補助及び

交付金、選挙公営負担金２７８万８，０００円の減額となります。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） それでは、２款が終わりましたので、質疑を行います。質疑あ

りませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 再エネ推進費の負担金、補助及び交付金なのですが、実績がな

かったということです。これは個人にだけなのですか、法人とかにも出るのですか。

対象者ですけれども。 

〇委員長（大村 税君） 再生可能エネルギー推進室長、福島貴浩君。 

〇再生可能エネルギー推進室長（福島貴浩君） 申し訳ございません。今資料を確認して

答弁したいと思います。 

〇委員長（大村 税君） 資料を確認しての答弁だそうですが、よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） すみません、それに関連してお聞きしたいのですけれども、今

法人に出るかと聞いたのは、いちい荘なのですけれども、いちい荘の屋根の形状を

見たときに私は当然ソーラーパネルが載っているのかなと思ったら載っていないの

ですけれども、ああいうところには何か補助といいますか、ソーラーパネルをやっ

て、そういうエネルギーを使えばいいのになと思うのですけれども、ちょっと関連

してお聞きします。 

〇委員長（大村 税君） 関連質問ですが、再生可能エネルギー推進室長、福島貴浩君。 

〇再生可能エネルギー推進室長（福島貴浩君） 申し訳ございません。先ほどのゼロカー

ボン事業の部分からお答えさせていただきます。 

    対象につきましては、個人または個人事業主、あと法人であっても該当になりま

す。電気自動車の購入につきまして１台につき１０万円、太陽光発電設備につきま

しては出力１キロワット当たり２万円で１０万円を上限としております。団体等に

つきましても、年度内における申請は１件までというふうな要件となっております。 

    いちい荘の部分については、もう少しお待ちください。 

〇委員長（大村 税君） 休憩します。 

               午前１０時５５分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１０時５６分 再開 

〇委員長（大村 税君） 再開します。 
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    再生可能エネルギー推進室長、福島貴浩君。 

〇再生可能エネルギー推進室長（福島貴浩君） いちい荘のソーラーにつきましては、現

時点では計画等はございませんので、将来的に財源等を考えながら検討はさせてい

ただきたいと思います。 

〇委員長（大村 税君） 江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） いちい荘が私は当然ソーラーが載る建物なのだなと思っていま

したけれども、オール電化で大変電気料がかかってという話を聞いたものですから、

町として何かそういうこれからのことで検討していただければなと思いました。あ

りがとうございました。 

〇委員長（大村 税君） 再生可能エネルギー推進室長、福島貴浩君。 

〇再生可能エネルギー推進室長（福島貴浩君） ただいまのご指摘につきまして、ご提言

として受け止めてまいります。ありがとうございます。 

〇委員長（大村 税君） あと質疑はありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  補正にはないですけれども、さっき歳入のほうで聞いた移住関係

のことでちょっと聞きたいのですけれども。休憩でもいいのですけれども、それは

委員長にお任せします。 

    移住支援に関して、いろいろなケースがあるのではないかなというように思いま

すけれども、先ほど言った空き家を利用して移住者を住まわせるという方法もある

かと思うし、最近聞いた話では、首都圏のほうにいて、年もある程度取ってきて田

舎のほうに帰ろうかと、独り暮らしの母親等がいて一緒に住んでみようかと。ただ、

そういう場合に、この家では水洗でもないし、だからそういう水洗化とかその辺の

ところを直さなければちょっと一緒に住めないなというふうな状況、増改築も含め

て、そういうふうなこともあるかと思うのですけれども、今の支援金というか、補

助金等では、そういうのは対象にならないような気がするのだけれども、移住する

ために、今親が住んでいるうちをリフォームしたりとかというふうな場合、それも

移住に関して支援金というか、補助金等の対象になるのかなというふうなこと。何

か聞くところによると、１件だけではなく２件、３件というふうな方々が東京のほ

うから帰ってくるような話を聞いたりもしているのですけれども、その辺のケース

はいろいろあるかと思うのですけれども、例えばそういうケースの場合、補助対象

になるのかなというふうなところをちょっとお伺いしたいのですけれども。 

〇委員長（大村 税君） 総務課企画担当課長、野中孝博君。 

〇総務課企画担当課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    現在町で用意しているメニューの中には、Ｕターンといいますか、ご実家のほう

に帰ってきた場合の支援というのは移住対策の中の補助メニューにはございません。
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今あるのは空き家を活用した場合、あとは若者、３９歳以下の方が空き家を取得す

る場合、あとは空き家を売りたいとか再整備したいということの環境整備に係る分

については１０万円を上限ということになっておりますので、そのメニューはござ

いませんので、今後の支援策としていろいろ検討してまいりたいと思います。あり

がとうございます。 

〇委員長（大村 税君） よろしいですか。 

〇４番（中村正志君） 検討していただくということですから、いいです。 

〇委員長（大村 税君） 今後検討してまいるということでございます。 

    それでは、３款民生費に入りたいと思いますが、よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 民生費についての補足説明がございますか。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  それでは、３款民生費について、健康福祉

課所管分について補足説明させていただきます。 

    ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費についてでございます。こち

らにつきましては、１，１５０万円の減額ということとなってございます。こちら

につきましては、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の用いられなかっ

た部分の１，１５０万円につきまして事業確定による減額とさせていただくもので

ございます。 

    次に、３目老人福祉費についてご説明いたします。補正額は１，４７３万１，０

００円の減額とさせていただくものでございます。内訳としては、１節報酬が１７

０万円、委託料が１００万円、負担金、補助及び交付金が１，２０３万１，０００

円となっております。こちらにつきましては、報酬につきましては地域包括支援セ

ンターの介護支援専門員を募集しておりましたが、なかなか応募者がなくて、１１

月からやむを得ず事務職を採用いたしましたが、それまで使われなかった部分を今

減額するということでございます。 

    次に、１２節の委託料ですが、老人保護措置費委託料についてですが、当初９人

分を予算措置しておりましたが、１人措置が要らなくなったということで８人の期

間がちょっと長かったということで、１００万円ほどが不要になったということで

ございます。 

    次に、１８節でございます。介護施設等における新型コロナウイルス感染拡大防

止対策支援事業費補助金でございます。こちらにつきましては、国の事業でござい

まして６０３万１，０００円の減額となってございますが、こちらにつきましては

施設からの簡易陰圧装置というものを２基設置したいということで申請をいただい

て、国のほうに申請していたものでございます。こちらにつきましては、１基当た



- 15 - 

り基準額が４３２万円ということで、それぐらいの機械を入れたいということで申

請をいただいておったものでございますが、実質見積りを取ったところ、高い機械

でなくても十分な効果が得られるというような機械があるということで、見積りに

よりかなりの減額になったものでございまして、６００万円ほどの減額になったと

いうことでございます。 

    次に、後期高齢者等臨時特別給付金でございます。こちらにつきましては６００

万円の減額ということでございます。こちらにつきましても、ＰＲによりましてパ

ーセントでいきますと７５．９３％の給付率となっておりますが、６００万円ほど

が用いられなかったということで減額するものでございます。 

    次に、６目障害者福祉費でございます。こちらは１，２８０万円の減額となりま

す。自立支援医療費（更生医療）給付費でございますが、こちらが事業確定による

減ということで７００万円の減額となるものでございます。 

    次に、１５ページを御覧ください。民生費の２項児童福祉費についてご説明いた

します。２目の児童措置費でございます。こちらは児童手当の支給に係る扶助費に

なってございますが、児童手当の対象者の減によりまして７７０万円の減額をさせ

ていただくものでございます。 

    次に、４目児童福祉施設費でございます。軽米こども園の人件費等の減額という

ことで、こちらにつきましては保育士、調理師それぞれ１名減ということで運営を

してきたというところと、あと賄い材料費については１００万円が減額となるとい

うところでございます。あと１９節の扶助費でございますが、保育施設等広域利用

施設型給付費ということでございますが、こちらが他市町村へ委託する保育の部分

でございますが、７名分を措置しておりましたが、今年度の実績が３人であったと

いうことで４３０万円の減額をするものでございます。 

    次に、５目児童クラブ運営費でございます。こちらは軽米児童クラブ、放課後児

童クラブの送迎業務の委託料の減額１２０万円でございます。こちらにつきまして

は、昨年のコロナ禍による休所の期間があったことと、あと利用人数により大型の

タクシーをお願いしていたところが、人数が少なかったことで小型のタクシーで間

に合ったというところで減額になったものでございます。 

    次に、７目のいわて子育て世帯臨時特別支援金給付事業費でございます。こちら

につきましては、プッシュ型で給付をしたものでございますが、これが第１弾、第

２弾ということで２回実施してございます。こちらにつきましては、県の補助が１

人当たり１万５，０００円ということで、町の上乗せ分１万５，０００円を足しま

して、１回目も２回目も１人当たり３万円の給付を行ったものでございますが、実

績により１７１万円を減額するものでございます。 

    以上、補足説明とさせていただきます。 
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〇委員長（大村 税君） ３款民生費についてまだありますか。 

    町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君）  それでは、３款の町民生活課分につい

て補足説明いたします。 

    １４ページをお開きください。３款１項６目、１９節扶助費、重度心身障害者医

療費ですが、５８０万円の減額となります。事業費確定に伴う減額でございます。 

    続きまして、１５ページをお開きください。３款２項３目、１９節扶助費ですが、

こちらも事業費確定に伴う１６８万円の減額となっております。 

    以上、補足説明となります。 

〇委員長（大村 税君） 以上、３款民生費の説明が終わりました。 

    質疑ありませんか。 

             〔「委員長、休憩しないか」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ちょっと待ってください。始めるのがちょっと遅かったから、

終わらせたいなと思って努力していますが、今この説明が終わったらば。 

    質疑ございませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 民生費の電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金と福祉

灯油費等給付金、これらは対象となった方が何％ぐらい申請したものでしょうか。 

〇委員長（大村 税君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ただいまの江刺家委員のご質問にお答えい

たします。 

    まず最初に、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業でございま

すが、こちらは令和４年度住民税非課税世帯の方に１世帯当たり５万円を給付する

という事業でございます。予算措置としては１，５００件ほど見込んでございまし

たが、こちらは非課税世帯等のマックスの数字ということで１，５００件ほど見込

んでございました。しかしながら、システム改修をしまして、そちらのほうで対象

者を割り出しましたところ、１，０８２件の方が対象だということで、この方々に

確認書を送付させていただいております。その中で申請があったところが全部で１，

０４８世帯に給付をしております。その中で確認書による給付が１，０４１件とな

ってございます。この方を最初の対象者から割り出しますと、給付率が９６．２１

％ということになります。そのほか家計急変世帯が１件、そのほかに申請型による

申請が６件ございました。ということで、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援

給付金給付事業のほうはそのとおりでございます。 

    次に、軽米町福祉灯油費等給付事業でございます。こちらにつきましては、非課

税世帯全てということで１，３８０世帯ほどを予算措置の時点では想定させていた
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だきました。しかしながら、こちらにつきましては対象者につきまして詳しいとこ

ろを割り出すシステムがございませんので、対象者が割り出せないというところも

ございまして、この予算措置ベース、１，３８０世帯をベースとして計算いたしま

すと、今年度の給付件数が４９８件ございましたので、３６．１％ということにな

ります。前年度ベースでいきますと、前年度が４４４件ということでございました

ので、５４件の増ということで３９８万４，０００円を給付いたしております。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） よろしいですか。あと質疑ございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） なしということでございますので、ここで先ほど要求がござい

ましたので、休憩にしたいと思いますが、よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） それでは、１０分間の休憩といたしたいと思いますので、２０

分再開といたします。 

               午前１１時１４分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時２４分 再開 

〇委員長（大村 税君） 再開します。 

    ４款衛生費、補足説明を求めます。 

    健康福祉課健康づくり担当課長、工藤晃子君。 

〇健康福祉課健康づくり担当課長（工藤晃子君） ４款衛生費、健康福祉課所管分につい

て補足説明いたします。 

    ４款衛生費、１項保健衛生費、２目母子保健活動費につきましては、５６０万円

の減額補正するものでございます。こちらにつきましては、１２節委託料の乳児、

妊婦健康診査・精密健康診査委託料と１９節扶助費、妊産婦健康診査受診に要する

交通費助成金の事業費確定による減額でございます。 

    ３目予防費についてです。こちらにつきましては、２，８０２万５，０００円減

額補正するものでございます。主に新型コロナウイルスワクチン接種事業の事業費

確定による減額でございます。 

    続きまして、１６ページをお開きください。４目保健事業費でございます。７５

０万円の減額をお願いするものでございます。検診の委託料でございますが、事業

費確定による減額をさせていただくものでございます。 

    以上です。 

〇委員長（大村 税君） 続いて、地域整備課総括課長、中村勇雄君。 

〇地域整備課総括課長（中村勇雄君） 地域整備課分をご説明させていただきます。 
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    ５目環境衛生費でございます。４６１万７，０００円を減額するものでございま

す。内容につきましては、説明欄に記載のとおりの額でございます。これは事業費

確定によるものでございます。 

    以上です。 

〇委員長（大村 税君） ２項清掃費、町民生活課町民生活担当課長、戸草内和典君。 

〇町民生活課町民生活担当課長（戸草内和典君） 続きまして、４款２項２目塵芥処理費、

１６ページをお開きください。１２節委託料ですが、高齢者ごみ出し支援事業委託

料の確定と高齢者ごみ出し支援事業等集積所新築工事設計監理業務委託料が取りや

めとなったことから、２１２万６，０００円の減額となります。 

    続きまして、１４節工事請負費ですが、同じく新築工事を取りやめたことによる

６４２万８，０００円の減額となります。 

    以上、補足説明となります。 

〇委員長（大村 税君） ４款衛生費の補足説明が終わりました。 

    質疑はありませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 浄化槽設置整備事業費補助金についてお伺いします。 

    令和４年度は何件くらい申請があったでしょうか。 

    それからもう一つ、１回造っていて古くなって、またもう一回造り直すというか、

浄化槽のリフォームというものがありますか。 

〇委員長（大村 税君） 地域整備課総括課長、中村勇雄君。 

〇地域整備課総括課長（中村勇雄君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    浄化槽設置につきましては、１３基設置してございます。内訳として、５人槽３

基、７人槽９基、１０槽１基となります。その事業費が５６１万３，０００円とな

ってございます。 

    浄化槽のリフォーム、それにつきましてはちょっと要綱等を今持っておりません

ので、勉強させていただきたいと思います。 

    以上です。 

〇委員長（大村 税君） 江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） すみません。前もって聞いておけばいいのですけれども、突然

の質問でいつも迷惑をかけていると思いますけれども。要望もあるのですけれども、

何か家族が増えたりして、リフォームしてもう一回造り直すときに、遠野市なんか

はこれにかさ上げを、独自の分を足して補助金を出しているということでしたので、

もしもなかったら要望としてそういう制度もちょっと考えていただきたいなと思い

ます。ありがとうございました。 

〇委員長（大村 税君） 要望ですね。質疑ありませんか。 
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             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ないとみなし、６款農林水産業費、説明を求めます。 

    産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） ６款農林水産業費、１項農業費につきましては、

事業費の確定により減額するものでございます。 

    それから、２項林業費でございますけれども、林業費につきましても事業費確定

による減と。あと、林業費の１目林業総務費でございますけれども、軽米町森林環

境整備基金元本積立、これは歳入でも説明申し上げましたけれども、歳入で５０５

万２，０００円来たものをそのまま積み立てるというものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  同じく１６ページになります。６款農業費、１項農業

費、２目農業総務費、２４節の積立金でございます。１７万３，０００円の減額と

なります。内容としては、１０ページの歳入で説明いたしました軽米町自然のめぐ

み基金元本積立金の残額となります。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） ６款農林水産業費について説明が終わりました。 

    質疑ありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  軽米町エゴマ産地確立推進事業費補助金が減額されているようで

すけれども、エゴマの産地化というふうなことは軽米で結構前々から言われている

のですけれども、現在の軽米町のエゴマの栽培状況といいますか、増加傾向にある

のか減退しているのか、減になっているのか、その辺の状況をちょっとお知らせい

ただきたいと思います。 

〇委員長（大村 税君） 産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    軽米エゴマの会の推移でございますが、現在１９個人と１団体が加入してござい

ます。面積につきましては、令和３年度で９．３ヘクタールであったものが令和４

年度では１０．６ヘクタールに増加しておりますが、最盛期の１８．６ヘクタール

に比べますと面積は減っている状況にございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 以上、説明が終わりました。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  かつての１８ヘクタールから半分ぐらいにしかなっていないとい

うことは、原因をどういうふうに捉えていて、なおかつまだこれからもエゴマの推
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進を町としては図ろうとしているのか、産地化を図ろうとしているのか、その辺の

今後の方向性も含めて、ちょっとどういうお考えをしているのかお聞かせください。 

〇委員長（大村 税君） 産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） エゴマにつきましては、生産性が低いと

いうことから、県北農業研究所等の機械の導入等の推移を見ながら、今後もエゴマ

の推進はしていきたいというふうに考えてございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） よろしいですか。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） なければ、農林水産業費を終わります。 

    それでは、７款商工費、補足説明があれば。 

    産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） 特別説明はございません。いずれ商工業振興費、

観光費とも事業費等が確定したことにより減額するものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  同じく１７ページの商工業振興費でございます。１８

節の負担金、補助及び交付金６３５万６，０００円の減額となります。これは内容

といたしましては、軽米町新規求職者等地域雇用促進奨励金の減額となっておりま

す。予算額１，６６６万８，０００円に対しまして支出見込みが１，０３１万２，

０００円、不用額６３５万６，０００円を計上したものでございます。 

    なお、今年度は町内の１７事業所に対しまして１年目が１０人分、２年目が１３

人分、３年目が７人分に対して１，０３１万２，０００円を交付してございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 説明が終わりました。 

    質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ないようですので、８款に入ります。８款の補足説明を求めま

す。 

    地域整備課環境整備担当課長、神久保恵蔵君。 

〇地域整備課環境整備担当課長（神久保恵蔵君） 予算書は１８ページとなります。２項

道路橋りょう費、４目橋りょう維持費について説明させていただきます。 

    １億１１９万９，０００円のうち、１，２１０万８，０００円の減額をお願いす

るものでございます。内訳といたしまして、１２節委託料５１９万円の減額、１４

節工事請負費で６９１万８，０００円の減額となってございます。これは補助金の
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決定に伴い国庫補助対象経費が減となったため、事業費の減額を図るものでござい

ます。 

    説明は以上です。 

〇委員長（大村 税君） 地域整備課総括課長、中村勇雄君。 

〇地域整備課総括課長（中村勇雄君） 続きまして、４項下水道費につきましては、下水

道の特別会計のほうでご説明させていただきます。 

〇委員長（大村 税君） 地域整備課環境整備担当課長、神久保恵蔵君。 

〇地域整備課環境整備担当課長（神久保恵蔵君） 続きまして、５項の住宅費、２目住宅

建設費について説明させていただきます。 

    １億８，９１９万１，０００円のうち、５７８万９，０００円の減額をお願いす

るものでございます。内訳といたしまして、１２節委託料で１３２万１，０００円

の減額、１４節工事請負費で４４６万８，０００円の減額となってございます。こ

れは事業費の確定により減額を図るものでございます。 

    説明は以上です。 

〇委員長（大村 税君） 説明が終わりました。 

    質疑を求めます。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ないとみなしまして、９款消防費。 

    総務課総務担当課長、松山篤君。 

〇総務課総務担当課長（松山 篤君） それでは、９款についてご説明を申し上げます。 

    ページ数は１８ページとなります。９款１項２目非常備消防費の２４節積立金を

５３４万２，０００円減額するものでございます。これにつきましては、昨年度当

初予算編成の段階で半導体不足などから消防車両購入の見込みが立たなかったこと

から、石油貯蔵施設立地対策等交付金をそのまま積立てすることで計画しておりま

したけれども、諸般の好転によりまして、変化によりまして、積立てせず購入する

ことが可能となりましたので、今回購入することといたしまして、積立金をそのま

ま減額するものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 説明が終わりました。 

    質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ないようですので、１０款教育費の補足説明を求めます。 

    教育委員会事務局総括次長、長瀬設男君。 

〇教育委員会事務局総括次長（長瀬設男君） それでは、１０款教育費の説明をさせてい

ただきます。 
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    １９ページとなります。１項教育総務費、２目事務局費、１７節の備品購入費で

すけれども、こちらはスクールバス購入の残金、それから公用車のほう、こちらの

ほうはコロナ交付金を用いまして電気自動車２台を購入する予定でしたけれども、

半導体不足等で２台のうちの１台は購入しましたが、１台につきましては別物の車

種を選びましたけれども、そちらが生産できないというようなことで、今年度終了

するコロナ交付金に間に合わないということで１台購入を控えまして６６９万２，

０００円を減額するものでございます。 

    ３目教育振興費につきましては、中高生の海外派遣事業の残金でございますが、

海外渡航費として当初予定しておりましたが、コロナ禍ということで国内、東京、

関東方面への研修施設への派遣事業となりましたので、それの事業費確定による残

金２８１万３，０００円を減額したいというものでございます。 

    ２項の小学校費、１目学校管理費ですが、会計年度任用職員の報酬、それから２

目の教育振興費の１７節備品購入費、こちらにつきましては事業費確定によるもの

でございます。 

    続けて、５項の保健体育費、３目体育施設費でございますが、１４節工事請負費、

１７節備品購入費、それぞれ事業費の確定によるもので減額とさせていただきます。

１４節につきましては１３９万８，０００円の減、１７節につきましては２４７万

９，０００円の減額とさせていただきたいというものでございます。よろしくお願

いします。 

〇委員長（大村 税君） 教育費の補足説明が終わりました。 

    質疑を承ります。ありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  ロボット芝刈機購入費が備考に書いてあるということは、これは

購入しなかったものなのか、購入したけれども、残金を補正しているのか、その辺

のところを教えてください。 

〇委員長（大村 税君） 教育委員会事務局生涯学習担当次長、梅木勝彦君。 

〇教育委員会事務局生涯学習担当次長（梅木勝彦君） ただいまのご質問にお答えいたし

ます。 

    ロボット芝刈機につきましては２台導入してございます。当初電気の配線の工事

に係る分も予算に計上したところでございますが、こちらにつきましてはポータブ

ル電源等を活用しながら運用するというふうなことで、電気の引込みの部分の減額

というふうな内容になってございます。 

〇委員長（大村 税君） 以上、説明が終わりました。 

    質疑ありませんか。 

    江刺家委員。 
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〇３番（江刺家静子君） 小学校費で会計年度任用職員の分の減額があるのですけれども、

これはその人を採用できなかったから減額したのか、それとも不要になったという

ことでしょうか。 

〇委員長（大村 税君） 教育委員会事務局総括次長、長瀬設男君。 

〇教育委員会事務局総括次長（長瀬設男君） ただいまのご質問にお答えします。 

    途中で辞められた方がいらっしゃったので、それの精算。それから、募集もいた

しましたけれども、応募のほうがなかったということで、精算をして減額したいと

いうものでございます。 

    以上です。 

〇委員長（大村 税君） 説明が終わりました。 

    質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ないようですので、次の款に移ります。 

    １２款予備費。 

             〔「ございません」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 予備費については補足説明はないそうでございます。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 次の款に入ります。 

    １３款に入ります。災害復旧費、補足説明を求めます。 

    産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  １３款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復

旧費、１目農業用施設災害復旧費でございますけれども、これにつきましては農地

等小規模災害復旧事業費補助金、当初２０件ほど予算計上しておりましたけれども、

実際９件の申請があったということで事業は完了しておりますけれども、精算によ

る減でございます。 

    それから、２目の林道施設災害復旧費につきましては、修繕の事業費が確定した

ことによる不用額を減額するものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 説明が終わりました。 

    質疑を求めます。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ないようですので、次に移ります。 

    令和４年度軽米町一般会計補正予算（第１１号）は以上で説明、質疑を終わりま

す。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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    ◎議案第２号の審査 

〇委員長（大村 税君） 次に、議案第２号 令和４年度軽米町下水道事業特別会計補正

予算（第４号）について議題といたします。当局の補足説明を求めます。 

    地域整備課上下水道担当課長、寺地隆之君。 

〇地域整備課上下水道担当課長（寺地隆之君） それでは、議案第２号につきまして補足

説明をさせていただきます。 

    お手元の資料、議案第２号関係資料により概要説明させていただきます。まず、

歳入でございますが、３款の繰入金を１００万円減の６，９７２万３，０００円と

するものでございます。これは一般会計からの繰入金で、事業費の確定によるもの

でございます。 

    次に、歳出のほうでございますが、１款の総務費を１０万円減の１，７３８万円

とするものでございますが、これは旅費の確定によるものです。 

    ２款の公共下水道費につきましては、９０万円減の２，９６４万１，０００円と

するものでございます。これは委託料の確定によるものでございます。 

    なお、繰越明許費として議案第２号のほうで、２ページ、２款の公共下水道費、

１項公共下水道施設費のうち１目１０節需用費の修繕料について、軽米浄化センタ

ーのＵＰＳ交換修理について電子部品等半導体の供給不足がございまして年度内の

納入が困難となったことから繰越ししようとするものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 以上、補足説明が終わりました。 

    質疑はありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ないようですので、次に移ります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３号の審査 

〇委員長（大村 税君） 次に、令和５年度軽米町一般会計補正予算（第１号）について、

補足説明があれば求めます。 

    総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  令和５年度軽米町一般会計補正予算（第１号）につき

まして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，７００万円を追加し、歳入歳

出それぞれ７０億４，９００万円とするものでございます。 

    概要といたしましては、ウクライナ情勢などの影響によりまして配合飼料価格の

高騰が続いており、畜産経営の影響を緩和するために配合飼料価格高騰対策支援を

行うもので、財源といたしましては財政調整基金を繰入れするものでございます。 

    補足は以上でございます。 
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〇委員長（大村 税君） 補足説明が終わりました。 

             〔「委員長、資料の説明」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 資料の説明に移ります。 

             〔「それは歳出の説明で」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 歳出の説明を求めます。 

    産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） ６款農林水産業費、１項農業費、９目畜

産振興費、１８節負担金、補助及び交付金について説明いたします。 

    配合飼料価格高騰対策支援金といたしまして、１，７００万円の増額補正をお願

いするものでございます。この支援金は、原油価格高騰や飼料価格高騰等の影響を

受けている牛の飼育農業者を支援するため支援金を交付するものでございます。 

    内容といたしましては、繁殖肉用牛は１頭７，０００円、肥育肉用牛及び乳用牛

に対しましては１頭１万円の支援金を交付しようとするものでございます。 

    資料についてご説明申し上げます。繁殖肉用牛でございますが、飼育戸数６２戸

で飼育頭数１，３００頭、１頭当たり７，０００円の補助をいたしますと９１０万

円の助成となります。 

    肥育肉用牛につきましては、飼育戸数６戸、飼育頭数５８０頭でございまして、

１万円の助成をいたしますと５８０万円の予算となります。 

    乳用牛につきましては、飼育戸数６戸、飼育頭数２１０頭、１万円の支援金を助

成いたしますと２１０万円となります。 

    合計でございますが、牛の飼育戸数７４戸、飼育頭数２，０９０頭、合計といた

しまして１，７００万円の予算額となります。 

    以上でございます。 

〇委員長（大村 税君） 補足説明が終わりました。 

    質疑を求めます。 

    細谷地委員。 

〇９番（細谷地多門君） 今回私は３月定例会で一般質問させていただきましたが、早め

の対応で大変よかったなと思っていますが、この資料の中身をちょっとお伺いした

いのですが、繁殖、肥育、乳牛と３つの部門があるわけですが、支援金額が７，０

００円、１万円、１万円という差があるわけですが、この差はどのような考え方で

差がついたのか、そのことを説明いただきたい、それが１点。 

    それから、乳用牛が５戸と把握していましたけれども、これは６戸で間違いあり

ませんか。そのことが２点目。 

    それから、飼育頭数の部分でそれぞれ３つの部門があるわけですが、例えば繁殖

の場合、成牛とか育成とか子牛部分とかとあるわけですが、それは全部入っている
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のか、その部分。どこからどこまでがこの対象ですよと、１，３００頭の対象です

よというのを説明いただきたいと思います。 

    それから、肥育肉用牛についても同じ、競りで導入した９か月ぐらいの子牛があ

るわけですが、そこから１年半ですか、１８か月ぐらい肥育に向けるわけですが、

出荷まで肥育して、その部分で子牛も入っているのか、そこの部分。乳牛も同じで

す。そこのところ、区別をどう捉えればいいのか説明いただきたいと思います。 

〇委員長（大村 税君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  まず、支援金の７，０００円と１万円というこ

とでございますけれども、こちらのほうで算定した内容でございますけれども、岩

手県の畜産課のほうから資料を頂きましたけれども、自己負担額に対する３分の１

ということで、１トン当たり１，０００円を岩手県でも加算してございます。それ

の計算方法によりますと、令和３年度の１頭当たりの飼料を食べる価格ということ

で約１０万円ほど、令和３年度の平均価格が８万円ですよと。それに対して国等か

らの補助金を差し引いて大体１人当たりの、これは配合飼料ですけれども、原材料

の価格ということで試算しているようです。個人負担額が大体３，０００円ぐらい

だと、１トン当たり３，０００円を個人の生産者が負担しているということで、岩

手県は１，０００円を上乗せして、国の補助金に対してプラス１，０００円やりま

すよと。実質個人というか、生産者につきましてはトン当たり２，０００円の農家

の負担額だよという試算した計算がございます。それによって、その計算の２，０

００円を用いまして、岩手県のほうから肥育、繁殖、酪農牛が１頭当たり年間消費

するトン数、大体１頭当たり年間これぐらい配合飼料を消費しますよというトン数

に２，０００円を掛けまして、令和２年度ぐらいから、いずれこの影響を受けて飼

料が価格高騰しているというような状況でございますけれども、そういった計算の

中で１頭当たりの計算をしてみますと繁殖で７，０００円、それから肥育で１万円、

四捨五入になりますけれども、乳用牛で１万円というような計算の方法で、これは

１頭当たりの大体２年分の個人負担額がこういった形になりますよという計算に基

づいて７，０００円、１万円、１万円と決定したものでございます。分かりますか。 

             〔「ちょっと休憩して」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 休憩します。 

               午前１１時５９分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 零時０１分 再開 

〇委員長（大村 税君） 再開します。 

    細谷地委員。 

〇９番（細谷地多門君） 課長の説明、大体おおよそ分かりました。それで、これはいい
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ことなのですが、単独事業でやって農家を救済したいという目的。いつ実施するの

か、早い時期だといつぐらいに農家に還元になるか、その時期をお知らせください。 

〇委員長（大村 税君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  いつということですけれども、とにかく４月に

入りましたら、この要綱というか、補助金のほうは既に起案してつくっております

ので、各農家のほうへ案内をして、申請していただいて、いずれスピーディーに支

払いしたいと考えてございます。 

〇９番（細谷地多門君） 分かりました。 

〇委員長（大村 税君） よろしいですか。 

    あとございませんか。質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） なければ、議案第３号の質疑を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎総括質疑 

〇委員長（大村 税君） 続きまして、総括質疑を承ります。全体的な質疑があれば。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君） 説明の中で、会計年度任用職員を採用するということで、人員

がいなくて、結局足りないまま今仕事が進んだということがありました。賃金の引

上げというのがマスコミなんかでもよく言われておりますけれども、来年度は会計

年度任用職員の人件費、単価を上げるという予定で予算を組みましたでしょうか。 

    それから、年度で替わって、またその都度募集も１年ごとに募集していたか。 

〇委員長（大村 税君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君） ただいまの江刺家委員のご質問にお答えします。 

    会計年度任用職員につきましては、単価につきましてもベースアップで上がる予

定となっており、あと手当につきましても１２月の定例会で承認いただきましたと

おり、上がることで了解を得ております。 

〇委員長（大村 税君） よろしいですか。 

    あと質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） なければ、総括質疑を終了いたしたいと思います。 

    それでは、当局の退席をお願いいたします。 

             〔当局退席〕 

             〔「休憩をお願いします」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） 休憩いたします。 

               午後 零時０５分 休憩 



- 28 - 

――――――――――――― 

               午後 零時０６分 再開 

〇委員長（大村 税君） 再開します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１号から議案第３号までの討論、採決 

〇委員長（大村 税君） 議案第１号から議案第３号までの特別審査委員会を皆さんの質

疑等活発に行われましてありがとうございました。 

    それでは、まとめに入りたいと思います。 

    反対者はございますか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ありがとうございました。 

    それでは、全会一致ということで取り計らってよろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（大村 税君） ありがとうございました。 

    それでは、臨時会の議案全てが全会一致で可とすることと決定いたしました。あ

りがとうございます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎閉会の宣告 

〇委員長（大村 税君） 以上で特別委員会を散会いたします。 

（午後 零時０７分） 


